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　11 月 11 日、東京大学先端科学技術研究センター
との連携協定に基づく市職員研修を行いました。
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彦教授は「身体を拡張するさまざまな技術」
について説明し、松
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教授は生成 AI について
「使うしかない。人間の仕事は責任を取ることだ」
と強調。牧
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教授は「人口減下では国と地方
の柔軟な連携が重要」と話し、職員約 30 人が行
政の未来について最新の知見を学びました。
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今月の表紙

　11 月 13 日、宮崎国スポ・障スポを盛り上げる
ために結成された市役所若手職員 10 人によるプ
ロジェクトチームが活動報告を行いました。チー
ムのメンバーは、滋賀国スポの視察結果を報告し、
大会を契機とした観光振興やふるさと納税との連
携など視察や所属部署での経験を生かしたアイデ
アを提案。今後は、アイデアを磨き上げ、関係機
関などと連携しながらその実現を目指します。

庁内プロジェクトチームが
視察結果と今後の活動方針を報告

宮崎国スポ・障スポ×市役所若手職員
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みんなで囲む ”ほっと ”鍋

表紙は、鍋を早く食べたくて覗き込む子ども
たち。寒くなってきたこの季節。家族で囲む
鍋は幸せそのもの。お肉や野菜をたくさん食
べて体の芯から温まっていました。小林市は、
冬野菜も豊富。お肉だけではなく、冬野菜も
食べて、今年の冬を健康に乗り切りましょう。


